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プライム市場の上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況（変更） 

及びスタンダード市場への選択申請及び適合状況について 
 

当社は、2021 年 12 月 16 日に「プライム市場」を選択し、株式会社東京証券取引所（以下、「東京証券

取引所」といいます。）に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」を、さらに 2022 年２月 17

日に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書（更新）」（以下、「適合計画書」といいます。）

をそれぞれ提出し、その内容について開示しております。2023 年２月 28 日時点における適合計画書の進捗

状況を踏まえた結果、2023 年４月 1 日施行の東京証券取引所の規則改正を受け、当社はスタンダード市場

への選択申請を行うことを本日開催の取締役会において決議し、東京証券取引所へ申請いたしました。 

なお、スタンダード市場への選択理由及びスタンダード市場の上場維持基準への適合状況につきまして

も、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． プライム市場の上場維持基準への適合状況の推移及び計画期間 

当社の 2023 年２月 28 日時点におけるプライム市場の上場基準への適合状況につきましては、その推移を

含め、下表の通りとなっております。流通株式時価総額についてはこの基準を充たしていないため、当社

は、「プライム市場」の上場維持基準を充たすための計画期間を 2025 年２月末として各種取り組みを進め

てまいりました。 

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出を行っ

たものです（ただし 2022年 2月 28 日のデータは当社による試算値となります） 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

1日平均 

売買代金 

当社の適合

状況及び 

その推移 

2021年2月28日

時点 
13,352人 201,512単位 52.1億円 44.1％ 2.4億円 

2022年2月28日

時点 ※ 
12,788人 274,790単位 36.8億円 44.7％ 

0.43億円 

（概算） 

2023年2月28日

時点 
11,818人 200,845単位 29.8億円 43.7％ 0.35億円 

プライム市場の 

上場維持基準 
800人以上 20,000単位 100億円 35％ 0.2億円 

計画期間   2025年2月末まで   



２． 適合計画書の進捗状況及び評価 

当社は、流通株式時価総額にかかる上場維持基準が充足していない要因は株価の低迷であり、この基準を

充たすために、収益力の強化を進めるとともに、コーポレートガバナンスを一層充実させることにより、株

式市場でより高い評価を得ていくことが重要な課題であると考えております。このため、「中期経営ビジョ

ン 2022-2024」の重点施策を確実に遂行し、業績目標を達成する取り組みを進めてまいりました。また、登

記申請支援クラウドサービスを提供する子会社である株式会社サムポローニアを設立し、2022 年 10 月より

事業を開始いたしました。さらに、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のために、コーポレートガバ

ナンス・コードに定められた各原則の精神を踏まえ、キャッシュレス・非対面決済サービス「H’OURS（ア

ワーズ）」の取引先を、不動産事業者だけではなく金融機関などの他業種へも拡大し、安心・安全な社会の

実現と地球温暖化の抑制、社内におけるペーパーレス化の取り組み、公平・公正な人財育成と評価、女性管

理職の積極的な登用等の継続を進めてまいりました。 

しかしながら、2023 年２月期においては、住宅ローン市場停滞の影響を受け、受託業務の取扱が期首に

想定していたよりも減少したこと、一部の取引先に対して貸倒引当金繰入額を計上したこと、子会社の株式

会社サムポローニア立上げのために必要なインフラ設備等の支出が発生したこと等により、期首の計画が未

達となりました。 

 

＜2023 年２月期実績および 2024 年２月期業績予想＞     

   

 

＜「中期経営ビジョン 2022-2024」業績目標＞    

   

※「中期経営ビジョン 2022-2024」の詳細は、2022 年２月 17 日公表資料をご覧ください 

 

 



３．スタンダード市場の選択理由 

当社は、前掲のプライム市場の上場維持基準への適合状況と計画期間及び取り組みの評価等を踏まえて、

当社が優先すべき課題は「中期経営ビジョン 2022-2024」に基づき、持続的な成長を確実にする強固な事業

基盤の形成を加速するための諸施策に経営資源を集中する必要があると判断し、「スタンダード市場」上場

を選択申請する旨を決議いたしました。 

 

４． 「スタンダード市場」の上場維持基準への適合状況 

2023 年２月 28 日現在におけるプライム市場の上場維持基準で適合していなかった流通株式時価総額を含

め、スタンダード市場の上場維持基準の適合基準につきましては、下表の通り、そのすべてを充足しており

ます。今後、上場維持基準の各項目の判定基準日時点において、同市場の上場基準の全てに適合している場

合には、「（スタンダード市場の）上場維持基準への適合に向けた計画」の開示の必要はなくなりますの

で、適合計画書の進捗状況は開示いたしません。 

  

※月平均売買高については、2022 年下半期（７月～12 月）の売買高合計を、6（か月）で除して月平均として 

算出しております 

 

なお、スタンダード市場移行後も、上述の通り、「中期経営ビジョン 2022-2024」に基づき、持続的な成

長と中長期的な企業価値の向上に資する取り組みを着実に進め、引き続き収益力向上並びにコーポレートガ

バナンス体制を強化してまいります。 

 

以 上 

 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 

月平均 

売買高 
純資産の額 

当社の適合

状況 

2023年2月

28日時点 
11,818人 200,845単位 29.8億円 43.7％ 24,439単位 34.7億円 

スタンダード市場の 

上場維持基準 
400人以上 2,000単位 10億円 25％ 10単位以上 正 


